
政治講座政治講座
地方自立に向けて

戦後の地方政治



Ｔｈｅ　政治

• 戦後の政治

　　１　政治家になるためには

　　　　　政治家の家系・官僚・財力・組織団体

　　

　　２　選挙

　　　　　地縁・血縁・谷町・・・・選挙区利益誘導

　

　　３　　政党政治（政治形態）　　　　

　　　　　当選回数・集金力（財力）・頭数



政治の弊害

• １　政治家の世襲化

• ２　政策より地域密着型利益誘導
　　　　　

• ３　国益より党益(派閥益）



弊害のもたらす結果

• １　政治への無関心・閉塞感

• ２　ビジョンのない偏った政治

• ３　地域、国の衰退



政治家をめざした理由

• １　政治への無関心・閉塞感の打破

• ２　依存心からの脱却・自立心の覚醒

• ３　地方・国を取り巻く社会環境への対応



日本を取り巻く状況

　１　　情報と経済のグローバル化

　２　　人口増加とエネルギー問題・環境問題

　３　　二極化から多極化へそして一極化

　４　　ナショナリズムの台頭



情報と経済のグローバル化

　　１　　グローバルな経済圏・・・・製造業やＩＴ産業が中心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高度な機械・設備による資本集約型産業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高度な専門知識やスキルを必要とする知
　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識集約型産業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・ＧＤＰの３０％

　　２　　ローカルな経済圏・・・・・・非製造業が中心

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対面によるサービス産業で労働集約型産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業・・・・・ＧＤＰの７０％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



人口増加とエネルギー・環境問題

　　　１　　　１９８７年・・・・・５０億人

　　　　　　　１９９８年・・・・・６０億人

　　　　　　　２０１１年・・・・・７０億人

　　　　　　　２０５０年・・・・・９０億人

　　　２　　　食糧・エネルギーの争奪戦と環境破壊

　　　　　　　水・化石燃料・シェールガス・地球温暖化・温室効果ガス



二極化から多極化へ

　　１　　冷戦時代・・・・・米国（資本主義・自由主義陣営）とソビエト連邦（共
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　産・社会主義陣営）

　　２　　冷戦の崩壊・・・・多極化へ・ＢＲＩＣｓの台頭

　　３　　一極・多分散・・・・米国経済と基軸通貨・中国経済の崩壊

　　４　　ランドパワーとシーパワー

　　　　　　　ランドパワー（中国、中央アジア5各国、モンゴル、フランス、ドイ

　　　　　　　　　　　　　　　　ツ）最近ロシア、韓国が加わる。

　　　　　　　シーパワー（アメリカ、日本、オーストリア、インドネシア、インド、

　　　　　　　　　　　　　　　イギリス）フィリピン、ベトナムが加わる。

　　５　イスラム教という宗教を一つの軸とした勢力の活動

中央政府のコントロ ルが効かない



国・地方を取り巻く状況

１．人口の減少と少子化・高齢化

２．生活圏域の拡大

３．高度情報化の進展に伴う経済のグローバル化

４．国・地方の財政状況



現在の状況に至った原因

• １　明治以来続けられた中央集権制度

• 　　　東京一極集中の進展・・・政治、経済、情報、教育の集中

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方の疲弊、人口減少、若者の都市流出

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少子化の進展

• ２　情報のグローバル化に伴う価値観の多様性・・・国への帰属意識の希薄化

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人主義の助長

• 　　　　　　　　

• ３　医療の発達による寿命の延長・・・命の尊厳・健康寿命の延伸

• 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



中央集権のデメリット
１　規制と助成による既得権化・・・　政治家・官僚・国民の既得権者のしがら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み

２　画一化された地方行政・・・国依存体質の助長、自立意識の喪失

３　政治への無力感・無関心・閉塞感



統治機構の改革

• １　中央集権から地方分権体制へ

• 　　２０００年・・・地方分権一括法により機関委任事務の撤廃

• 　　　　　　　　　　自己決定、自己責任、自己負担・・・自治の３原則

• ２　市町村合併

• 　　　　　平成の合併・・・３２３２自治体から１７１８自治体へ

• 　　　　　　　　　　　　　　　分権の受け皿として

• ３　省庁再編・・・肥大化したまま、既得権の維持

• ４道州制・・・都道府県は国の下請け機関のまま（８０％が委託事務の処

• 　　　　　　　　理）　　　　　　



依存から自立に向けて

　１．現状把握

　２．危機意識

　３．透明性

　４．地域経営能力

　５．施策形成能力

　６．政策評価能力

　７．住民の参加と責任意識の醸成

　８．逆転の発想

　９．即応性

１０．愛郷心



生き残りをかけた取組

　１．職員の意識改革

　２．情報公開

　３．自治体経営

　４．情報発信

　５．自治体ブランド化

　６．都市間交流と都市間競争

　７．文化と伝統の再生

　８．スポーツと健康長寿

　９．教育の充実

１０．自然との共生



日本の総人口の長期トレンド
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2004年12月にピーク
12,784万人

高齢化率１９．６％

2030年
11,522万人

高齢化率３１．８％

2050年
9,515万人

高齢化率３９．６％

2100年
4,771万人

高齢化率４０．６％

2100年（高位推計）
6,407万人

2100年（低位推計）
3,770万人

（万人）



高齢者比率（高齢者数／現役数）の推移と予測

実績値 予測値



中国地方の道路整備状況



高速道路整備計
画

安来市 30,520　 境港市

36,843
松江市 152,616　 米子市
138,756
平田市 29,006



単位：兆円

２０１３年度　国の一般会計の内訳





国及び地方の長期債務残高の推移



日本経済の成長率と国税・地方税の伸率

期 間 1955～1973 1973～1990 1990～1998

名目ＧＤＰ １５．６％ ８．１％ １．６％

国税収入 １６．２％ ９．２％ △２．５％

地方税収入 １７．１％ １０．１％ ０．９％

(参考)
65歳以上

人口比率

７．１％

(1970)
１２．０％

(1990)
１７．３％

(2000)



４．国・地方の長期債務残高の推移
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社会保障収支差の推移＝第二のワニの口



将来の社会保障給付費、国民負担率、消費税率の予測

２０１３年度 ２０２５年度 ２０３５年度 ２０５０年度 ２０７５年度

(1)社会保障給付費 110.6 148.9 189.6 257.1 340.9

(2)国民所得 358.9 373.1 401.2 412.2 473.6

(3)対国民所得比 30.8％ 39.9％ 47.3％ 62.4％ 72.0％

(4)国民負担率 40.0％ 49.1％ 56.4％ 71.6％ 81.2％

(5)消費税率 5.0％ 19.3％ 23.4％ 30.7％ 41.5％

単位：兆円



地方税財政制度改
革

三位一体の改革推進

国庫補助負担
金
の大幅な
廃止、縮減

国から地方
への
税源移譲

地方交付税
の見直し







環日本海・東アジア諸国図（通称：「逆さ地図」）



社会保障全体の世代間損得勘定（生年別の生涯純受給額）

年金 医療 介護 全体

1940年生まれ 3,170 1,450 300 4,930

1945年生まれ 1,930 1,180 260 3,370

1950年生まれ 1,030 930 190 2,150

1955年生まれ 470 670 130 1,260

1960年生まれ 40 520 50 610

1965年生まれ ‐380 380 0 0

1970年生まれ ‐790 260 ‐40 ‐570

1975年生まれ ‐1,160 130 ‐80 ‐1,120

1980年生まれ ‐1,510 ‐40 ‐120 ‐1,680

1985年生まれ ‐1,790 ‐240 ‐150 ‐2,180

1990年生まれ ‐2,030 ‐410 ‐180 ‐2,620

1995年生まれ ‐2,230 ‐480 ‐210 ‐2,920

2000年生まれ ‐2,390 ‐620 ‐230 ‐3,240

2005年生まれ ‐2,500 ‐720 ‐250 ‐3,470

2010年生まれ ‐2,550 ‐830 ‐270 ‐3,650

１
９
４
０
年
生
ま
れ
と
２
０
１
０
年
生
ま
れ
の
差
額
は
８
５
８
０
万
円

単位：兆円



安来節会館イメー
ジ



安来節会館イメー
ジ



安来節会館イメー
ジ



「やすぎどじょう」商標登録出願
中



ＪＲ西日本車両安来節キャラクター列車５月１日より運行
中



反射ﾀｽｷ・ﾘｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞ（無料貸出中）



どじょう米（商標登録出願中）



クリヤーファイル（全戸配付）



ｷｬﾗｸﾀｰ名刺台紙（無料配付中）



ｷｬﾗｸﾀｰｵﾘｼﾞﾅﾙｼｰﾙ（無料配布中）



ｷｬﾗｸﾀｰ携帯ｽﾄﾗｯﾌﾟ（500円）



ｷｬﾗｸﾀｰ観光ﾎﾟｽﾀｰ
（どじょうすくい絵巻編）



ｷｬﾗｸﾀｰ観光ﾎﾟｽﾀｰ
（安来武士編）



安来節キャラクター



ドジョウ振興事業

養殖部会
（養殖の事業化）

料理部会
（名物料理の開発）

観光部会
（PR活動）

安来市ドジョウのまち振興協議会



どじょうのまち振興事業



どじょう研究所



ふ化プールの設営

ふ化プール底面に産卵マットを敷
く



人工ふ化作業



どじょう稚魚



休耕田を利用



どじょうなべ



ふれあいプラザ


